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　これまでに，胃を切除すると骨障害の頻度が高くな

ることや胃液分泌と唾液分泌との間に相関性のあるこ

とが知られているので，固有唾液の分泌状態を反映す

る5種類の電解質濃度に関連したパラメータ，pH，

pH初期変化量，　pH後期変化量，　Na＋およびK＋の濃

度と榛骨骨塩密度との間の関連性について調査した。

解析対象は町立大森病院を受診し，本測定に同意した

人の約300KBの資料から抽出した骨粗髪症患者174

名（女性140名，男性34名；未治療患者の女性18名，

男性8名を含む）および非骨粗懸症患者138名（女性

66名，男性72名）の約100KBの測定データである。

解析の結果：①女性の骨代謝改善剤を服用していない

対照群と未治療群において榛骨骨塩密度の多寡と唾液

pHとの間には正の相関，唾液のK＋濃度との間には

負の相関が認められたが，投薬群では両変数間に有意

な相関が認められなかった。②女性の対照群と未治療

群の中で唾液のpH初期変化量の大きい群では榛骨骨

塩密度とこのpH初期変化量との間に正の相関が認め

られた。③骨代謝改善剤の服用によって女性では唾液

のNa＋濃度の有意な増加が認められた。しかし，男性

では骨代謝改善剤の服用による唾液電解質濃度の有意

な差異は認められなかった。④男性の治療群において

僥骨骨塩密度と唾液のK＋濃度との間に有意な負の相

関が認あられた。

　固有唾液の分泌速度の高い場合には，pHが高く，

K＋濃度は低くなるので，上記の女性についての成績

は固有唾液の分泌速度の高い人は骨塩密度も高い値と

なる傾向にあることを示唆しいており，男性の治療群

ではK＋濃度に関して同様な傾向にあることを示して

いた。また，これらの傾向は，女性の場合には骨代謝

改善剤の服用によって隠蔽される傾向にあった。

　アポトーシスは1972年にオーストラリアの病理学

者（KERRら）が初めて報告した遺伝子にプログラム

され，制御される細胞死で，ネクローシスと異なる細

胞の死である。アポトーシス細胞ではクロマチンが凝

縮，核濃縮やアポトーシス小体などの核の変化が起こ

る。アガロース電気泳動ではDNA　ladderと呼ばれて

いるDNA断片化がおこる。アポトーシスは生物の発

生から分化，成熟，老化および発癌や癌の進展に深く

関わっていることが明らかにされつっある。BMP

（Bone　Morphogenetic　Protein）はTGF（Transfo・

rming　Growth　Factor）　一β　superfamilyの一つ

で，骨を誘導するほかに細胞の増殖と分化を調節する

などの作用を持っことが知られてきた。TGF一βは

種々の腫瘍細胞にアポトーシスを誘導するが，しかし

今までBMPによるアポトーシス誘導作用に関する報

告はほとんどない。そこで本研究ではリコンビナント

human　BMP－2がヒト顎下腺に由来する腺癌細胞株

HSGから無血清合成培地で増殖可能なsubcloneと

して当講座で分離したHSG－S8細胞にアポトーシ

スを誘導するかどうか検討した。アポトーシスは仇

sπμDNA　nick－end　labeling，　DNA　electrophoresis

とDNAの断片化率を定量して検索した。　rhBMP－2

がHSG－S8細胞にアポトーシスを誘導する機序を

究明するためにrhBMP－2処理した細胞にっいてア

ポトーシスに関する遺伝子p53　proteinの発現も免

疫組織化学染色で検討した。その結果，rhBMP－2は

用量依存性にアポトーシス細胞数と断片化DNAを増

加させ，HSG－S8細胞の増殖を抑制した。　rhBMP－

2はHSG－S8細胞でp53　proteinの発現を促進し

た。以上の結果から，rhBMP－2はHSG－S8細胞に

アポトーシスを誘導することが明らかになった。


